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「おじいちゃんもおばあちゃんも、みんなで子育て！」

ゴールデンウイーク中盤、私は朝5時からせっせといなりずし

と海苔巻きと、野菜の煮物を作っていました。この日は、子ども

たち、孫たち総勢9人で、野幌の畑にジャガイモやラデッシュや、

大根を植え、そのあとのんびりとお花見をしようと計画を立てた

からです。

この人数ですから、海苔巻き10本、いなりずし70個、煮物も

大鍋で炊きました。

いなりずしを詰めながら、ふと、私の祖母のことを思い出しま

した。50年以上前、私たちきょうだいの運動会の前日、祖母は小

柄な体で、大きな風呂敷にバナナをひと房（30本くらいの大きな

房）、いなりずし、海苔巻き、ザンギの材料を入れて、野幌から

列車に乗って札幌の私たちの家までやってきました。そして翌朝

３時くらいから起きだして、せっせとお弁当を作ってくれました。

私たち５人のきょうだいのお昼ごはんを作るのは、大変だったこ

とでしょう。お弁当を作り終えると、運動会は見ずに、祖母は家

で一人、寝てしまいました。

そんなことを思い出していると、ふと「あれ、今の私は、おば

あちゃんと同じ立場になったのだなあ。」と気づきました。大量

のお弁当作りは大変だけど、子どもたちや孫の顔を浮かべながら

の作業は、幸せなものです。私の祖母もそんな気持ちで、毎年、

大きな風呂敷を担いで、来てくれたのでしょう。

先日、全道の聖公会の会議に行ってきました。そこで、地方の

教会の高齢の男性が嬉しそうに「今度うちの教会の幼稚園の子ど

もたちに、紙芝居を読むんだよ。」とおっしゃっていました。

とても良い取り組みだなあ、と感じました。

聖ミカエル幼稚園の子どもたちのおじいちゃん、おばあちゃん

も、是非、子どもたちの成長を見に来てください。もしお時間が

あれば、父母の会のゴスペルサークル、絵本サークル、手作りサ

ークルにも参加されませんか。子どもたちに歌を聞かせたり、絵

本を読んであげたり、バザーで子どもたちが喜ぶ作品作りができ

ます。たくさんの大人たちの愛情の中で、子どもたちは大きく育

っていきます。お待ちしております。

園長 渡部 良子

「イエスさまと12人の弟子たち」

「十二使徒」という呼び名には、イエスさまの知恵を

授かった者としての頼もしさ、威厳や神々しさすらも感

じる響きがあります。伝説によれば、ユダを除くすべて

の使徒たちは各地でイエスを証しする宣教のために反対

する者たちの手によって命を落としたとされています。

ですが、十二使徒たちもはじめからそのような勇気あ

る信仰者として歩んだ訳ではありません。イエスさまは

彼らを能力の高さや賢さによってではなく、むしろ社会

の中で低くされ、小さくされた存在であることに目を向

け、彼らを招きました。そして、ひとりひとりが神に愛

されていることや、自分で気がついていない「神に与え

られた賜物」を用いて互いに助け合うことの大切さを繰

り返し教え続けました。使徒たちはその愛に動かされ、

福音を伝える者になったのです。

これから育っていく子どもたちにとって、ひとりひと

りの命が尊ばれ、お互いの足りないところを補って、誰

もが賜物を分かち合って暮らすことのできる世界が実現

されますように。
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